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令和4年12月27日（火）に「第214回長野県都市計画審議会」が開催され、諏訪バイパスの都市計
画変更案及び環境影響評価書が議決されました。その後、令和5年1月30日（月）には都市計画決定
権者である長野県が都市計画の変更について告示し、諏訪バイパスのルート変更が決定しました。　
また、同日付けで環境影響評価書について公告し、2月28日（火）まで関係地域内において縦覧に供
され、都市計画変更及び環境影響評価に係る一連の手続きが終了しました。
これまでご尽力いただきました関係者の皆さまに感謝申し上げます。
昭和47年の都市計画決定以降、半世紀ぶりに諏訪バイパスのルートが変更され、これから大きく動

き出すことになりますが、事業を心配する声もありますので、実施にあたっては引き続き丁寧に進めてい
ただきたいと思います。当期成同盟会としても早期事業化を目指し、更に活動してまいります。

なお、都市計画審議会では、金子ゆかり諏訪市長及び宮坂徹下諏訪町長が意見を求められました。
発言の要旨は以下のとおりでした。

【金子ゆかり　諏訪市長】（発言要旨）
道路はつながって初めてその効果を十分に発揮します。最後に残された諏訪バイパスの整備は、諏
訪の先人と将来を思う人々の悲願であります。半世紀を経て新たなバイパスルートが都市計画決定さ
れる段階まで来ました。感慨深いものがあります。住民の心配や不安の声を大切にしながら事業者の
持つ最高の技術をもって事業を実施していただきたいと思います。私どもは、地元の声を受け止めなが
ら一致協力し早期に事業着手されるよう取り組んでまいります。

【宮坂徹　下諏訪町長】（発言要旨）
諏訪バイパスの整備により、諏訪湖周辺のみならず諏訪地域全体の交通渋滞の緩和、経済産業の
活性化、観光振興など様々な整備効果がございます。ただ、温泉や地下水等の心配の声があることも
承知しております。心配の声に対しては私も自ら先頭に立ち、住民に対して説明して参りたいと考えてお
りますし、当町は、様々な整備効果に将来のまちづくりの観点も追加して、無くてはならない基幹道路と
して位置づけ、夢のあるまちづくりを実現出来るよう、関係機関と連携しながら進めて参りたいと考えて
います。

都市計画審議会後の流れ
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長野県
都市計画審議会

■都市計画変更案
■環境影響評価書

令和4年12月27日

■事業計画説明
■測量・地質調査
■道路設計
■用地測量・調査
■用地交渉
　　　　　 など

都市計画変更の
告示

令和 5年 1月 30日

環境影響評価書の
公告縦覧

令和 5年 1月 30日
　　　～ 2月 28日



国道20号諏訪バイパス建設促進期成同盟会事務局
　諏訪市建設部国道バイパス推進室
　　TEL：0266-52-4141（内線271）／FAX：0266-52-8164／E-mail：bypass@city.suwa.lg.jp
　下諏訪町建設水道課国道バイパス推進室兼関連調整係
　　TEL：0266-27-1111（内線246）／FAX：0266-28-8783／E-mail：kanren@town.shimosuwa.lg.jp

問 合 せ 先

　令和4年10月12日に、長野国道事務所及び長野県建設部へ諏訪
バイパスの早期事業化を要望しました。長野国道事務所の関口副所
長からは、「諏訪バイパスについては、ご懸念されている水や環境等に
ついて今後も丁寧に説明していく。」、長野県建設部の田中部長から
は、「国に諏訪バイパスの新規事業化をしていただくため、都市計画の
位置付けをはっきりして、皆様の意見を聞きながら都市計画の手続き
を進めていきたい。」との話がありました。

　また、令和4年11月16日には国土交通省と地元選出議員の後藤経
済再生担当大臣へ諏訪バイパスの早期事業化を要望しました。国土
交通省の久保田官房審議官から、「都市計画変更、環境影響評価とも
に大詰めに来ている。しっかりと長野県に進めていただいている。」との
話がありました。後藤大臣には、引き続き強力なご支援をお願いしまし
た。

　諏訪バイパスは８割がトンネル構造となることから、トンネル工事に
ついて理解を深めるため、下諏訪岡谷バイパス第一工区（仮称）山田ト
ンネル掘削工事の視察研修を、下諏訪町国道20号諏訪バイパス建設
促進期成同盟会の各地区対策委員会は令和4年9月26日、28日、30
日に行い、諏訪市国道20号諏訪バイパス建設促進期成同盟会の各地
区対策委員会は11月25日に行いました。

　令和4年9月30日から10月3日にかけて、地域住民や道路利用者の
皆さんが国道20号諏訪バイパスの計画に関して理解を深めることを目
的とした第2回オープンハウスが諏訪市（すわっチャオ）、下諏訪町（庁
舎4階、講堂）で開催され、多くの皆さんが来場しておりました。
　また、令和5年2月10日から2月13日に、これまでのオープンハウスな
どでの意見や疑問点等を踏まえた、第3回オープンハウスが開催されま
した。今後も調査結果等について、わかりやすく丁寧な説明を国や県
に行っていただきたいと考えています。

国道20号諏訪バイパスの早期事業化の要望活動

各地区同盟会による視察研修を実施しました

第2回、第3回オープンハウスが開催されました

長野国道事務所への要望

長野県建設部への要望

視察研修の様子

第2回オープンハウス  会場の様子


